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研究課題名    膝前十字靭帯再建術の臨床成績に関する多施設共同研究 

研究期間        実施許可日 ～ 2028 年 3 月 31 日 

研究の対象   2018 年 4 月 15 日から 2027 年 3 月 31 日までの間に、本院整形

外科外来を受診された膝前十字靭帯損傷の症例を対象とします。 

研究の目的・方法 

 

 

研究目的：膝前十字靭帯損傷を生じると、日常生活やスポーツ活動などに

支障をきたし、放置すると変形性膝関節症へ進行します。そのため膝前十

字靭帯損傷に対しては手術が必要となることが多いですが、膝前十字靭

帯損傷に対する最適な手術方法はまだ確立されていません。より良い手

術方法を確立するためには、広い地域から多くの患者さんの情報を集め

て、術後成績に何が大きく影響を与えているのかを大規模に分析する必

要がありますが、当院のみでは多くの患者さんの情報を集めることは困

難です。本研究の目的は、膝前十字靭帯損傷患者さんに対する治療成績に

ついて多施設で共同研究を行い、術後成績に何が大きく影響を与えてい

るのかを分析することで、膝前十字靭帯損傷に対する最適な治療方法を

確立することです。 

研究の方法：膝前十字靭帯損傷と診断された患者さんの情報を収集し、そ

の情報を多施設から集めて分析を行います。個人が特定できる情報は解

析前に個人が特定できないように個人情報を加工するため、データ解析

の際には個人を特定できる情報は含みません。これらの情報を分析する

ことで、膝前十字靭帯損傷に対する最適な治療方法を確立することを目

指します。 

研究に用いる試料・

情報の種類  

 

情報：（年齢、性別、罹患肢、身長・体重・BMI、職業、従事するスポーツ

と活動性、以前の膝手術歴、主観的膝アンケート評価、膝不安定性、受傷

から手術までの期間、膝徒手検査所見、術後経過観察期間、術中の半月板

や関節軟骨の状態、術中の靭帯再建術式と術中再建靭帯の挙動や骨孔の

情報、術前後のレントゲン・CT・MRI 情報、術後 2 年抜釘時関節鏡所見） 

外部への試料・情報

の提供 

広島大学から外部への情報提供は行いません。 

利用または提供を開

始する予定日 

本学における実施許可日（2018 年 5 月 16 日） 

個人情報の保護 

 

 

 

 

試料・情報を提供する前に、氏名・生年月日・住所等の特定の個人を識別

できる記述を削除し代わりに研究用の番号を付け、どなたのものか分か

らないよう加工した上で広島大学にあつめ解析を行います。個人と連結

させるための対応表は、各施設の研究責任者監督のもと保管・管理しま

す。 
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研究組織 

 

 

本学の研究責任者（研究代表者） 

 広島大学医系科学研究科整形外科学 教授 安達 伸生 

  

共同研究機関 

マツダ病院   月坂和宏 

中国労災病院   藤本英作 

県立広島病院   中村光宏 

松山市民病院   宮本礼人 

呉医療センター   髙田剛志 

松山赤十字病院   江口明生 

愛知医科大学病院  山梨裕貴 

尾道総合病院     清水良 

 

その他  

研究への利用を辞退

する場合の連絡先・

お問合せ先 

 

 

 

 

研究に試料・情報が用いられることについて、研究の対象となる方もしく

はその代諾者の方にご了承いただけない場合は、研究対象としませんの

で下記の連絡先までお申し出ください。なお、お申し出による不利益が生

じることはありません。ただし、すでにこの研究の結果が論文などで公表

されている場合には、提供していただいた情報や試料に基づくデータを

結果から取り除くことが出来ない場合があります。なお公表される結果

には、特定の個人が識別できる情報は含まれません。 

また、本研究に関するご質問等あれば下記連絡先までお問い合わせくだ

さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報等の保護や研究の独創

性確保に支障がない範囲内で、研究計画書および関連書類を閲覧するこ

とができますので、お申し出ください。 

 

お問い合わせ先 

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3 

Tel：082-257-5233 

広島大学病院整形外科 准教授 中前 敦雄 (研究担当者) 


